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山梨県中小企業団体中央会機関誌

全中　鶴田会長

組合功労者
㈿山梨県流通センター
栗山直樹理事長
（本会副会長）

優良組合
山梨県わた寝具商工組合
（中村文雄理事長）

全国大会参加者

今月の見どころ 10月の出来事
●時事
  1日…改正｢外国人旅行者向け消費税免税制度｣スタート
  7日…ノーベル物理学賞に赤崎氏、天野氏、中村氏
　  　  御嶽山噴火に伴う捜索活動、死者50名を超える
　  　  大型の台風18号による被害
●山梨県中央会ニュース
10日…事務連絡協議会視察研修
18日…第45回中小企業団体親睦ゴルフコンペ
23日…第66回中小企業団体全国大会
29日…第18回郡内地域組合交流会
　　　 第7回正副会長会議
11月の予定
  6日…やまなし合同就職説明会
18日…情報連絡員会議
　　　 消費税転嫁対策特別講習会
　　　 青年部県大会
21日…活力ある職場づくり山梨県大会
25日…組合法施行65周年･団体法施行55周年記念式典
23日…第66回中小企業団体全国大会
29日…第18回郡内地域組合交流会
　　    第7回正副会長会議

1面

3面

4・5面

●第66回
　中小企業団体全国大会
●県内経済の発展と中小・
　小規模事業者の経営の
　安定に向けて

●業界の動向（９月県内）

●組合や団体の取り組み
　を紹介

　第
66
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
、10
月
23
日

（
木
）東
京
都
の
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て『
団
結
は
力 

見
せ
よ
う
組
合
の
底
力
!
〜
組
合
で
進
め
よ
う
! 

中
小

企
業
の
持
続
的
発
展
〜
』を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、全
国

か
ら
中
企
業
団
体
の
代
表
者
約
2
，0
0
0
名
が
参

加
、本
県
か
ら
は
内
藤
悦
次
会
長
他
全
45
名
の
組
合
関

係
者
が
出
席
し
た
。来
賓
祝
辞
は
、宮
沢
洋一経
済
産
業

大
臣
を
は
じ
め
、厚
生
労
働
副
大
臣
、農
林
水
産
副
大

臣
な
ど
に
加
え
、昨
年
に
続
き
、金
基
文
韓
国
中
小
企
業

中
央
会
会
長
か

ら
頂
き
、政
党

代
表
と
し
て
、

谷
垣
禎
一
自
由

民
主
党
幹
事

長
、山
口
利
男

公
明
党
代
表
か

ら
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

　全
国
大
会

は
、中
小
企
業

者
を
会
員
と
す

る
全
国
約
3
万

組
合
等
の
直
面

す
る
経
営
課
題
と
連

携
組
織
の
継
続
的
な

発
展
に
向
け
た
取
り

組
み
を
総
意
を
内
外

に
表
明
し
、中
小
企

業
の
振
興
施
策
の
強

化
、安
定
し
た
中
小

企
業
の
成
長
と
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
、次
の
4

つ
が
掲
げ
ら
れ
た
。

1
．実
感
あ
る
回
復
と
地
域
活
性
化
の
実
現

2
．東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
産
業・雇
用
基
盤
の
整

備
加
速
化

3
．連
携・組
織
強
化
支
援
施
策
の
充
実

4
．中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
税
制
の

拡
充

　大
会
決
議
案
は
、各
県
、各
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
央
会
で
審

議
さ
れ
た
後
に
全
国
中
央
会
の
各
専
門
委
員
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
、最
終
的
に
全
国
大
会
特
別
委
員
会
に
お
い

て
協
議
さ
れ
、本
大
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で「
実
感
あ

る
景
気
回
復
と
中
小
企
業
者・小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
発
展
」並
び
に「
地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
の
活
力
強

化
」を
具
体
化
す
る
た
め
の
中
小
企
業
対
策
の
拡
充
に

関
す
る
13
項
目
に
、こ
れ
に
関
連
す
る
意
見
発
表
、大
会

宣
言
も
満
場
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
た
。

　表
彰
関
係
で
は
、全
国
か
ら
32
の
優
良
組
合
、74
名
の

組
合
功
労
者
、29
名
の
中
央
会
優
秀
専
従
者
が
表
彰
さ

れ
、本
県
か
ら
は
優
良
組
合
と
し
て
山
梨
県
わ
た
寝
具
商

工
組
合（
中
村
文
雄
理
事
長
）、組
合
功
労
者
と
し
て
㈿

山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー
の
栗
山
直
樹
理
事
長（
本
会
副

会
長
）が
そ
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、受
賞
の
栄
に
浴
し
た
。

　大
会
終
了
後
、帝
国
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、全
国
大
会
の

決
議
を
内
外
に
表
明
す
る
た
め
に
、都
道
府
県
の
中
小
企

業
代
表
者
を一堂
に
会
し
た「
全
国
中
小
企
業
代
表
者
の

集
い
」が
開
催
さ
れ
、鶴
田
欣
也
全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会
会
長
か
ら
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
に
全
国
大
会

の
決
議
が
直
接
手
渡
さ
れ
た
。

　な
お
、次
回
の
第
67
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
、

来
年
10
月
22
日（
木
）に
3
回
目
の
開
催
と
な
る
沖
縄
県

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
開
催

第
66
回

　10
月
15
日（
水
）

に
甲
府
市「
ホ
テ
ル

談
露
館
」に
お
い
て
、

山
梨
県
知
事
と
商

工
団
体
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、商
工

団
体
か
ら
本
県
経

済
の
総
合
的
発
展
の

た
め
の
5
点
の
要
望

事
項
が
横
内
知
事
に

提
出
さ
れ
た
。

　こ
の
懇
談
会
は
、

山
梨
県
か
ら
は
横
内

正
明
知
事
の
ほ
か
矢
島
産
業
労
働
部
長
が
、ま
た
、中
央
会

か
ら
は
内
藤
悦
次
会
長
に
加
え
て
松
葉
惇
、武
田
與
光
、石

原
行
彦
の
3
副
会
長
が
出
席
、甲
府
商
工
会
議
所
、富
士
吉

田
商
工
会
議
所
、山
梨
県
商
工
会
連
合
会
の
商
工
団
体
か
ら

も
正
副
会
長
等
が
出
席
し
た
。

　懇
談
会
は
中
央
会
の
中
込
常
務
理
事
の
司
会
に
よ
り
開

会
し
、富
士
吉
田
商
工
会
議
所
の
堀
内
会
頭
の
開
会
に
続

き
、主
催
者
団
体
の
代
表
と
し
て
幹
事
団
体
の
中
央
会
の
内

藤
悦
次
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。そ
の
後
、横
内
知
事
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
要
望
書
が
内
藤
会
長
か
ら
横
内
知
事
に

手
渡
さ
れ
た
。

　知
事
へ
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
は
5
点
で
、「
小
規
模
事

業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
と
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策

事
業
費
補
助
金
の
所
要
額
の
確
保
」及
び「
中
小・小
規
模

企
業
の
人
材
確
保
の
支
援
」に
つ
い
て
中
央
会
の
内
藤
会
長

が
、「
富
士
山
登
山
鉄
道
の
検
討
推
進
と
富
士
山
門
前
町
づ

く
り
」に
つ
い
て
富
士
吉
田
商
工
会
議
所
の
堀
内
会
頭
が
、

「
中
央
自
動
車
道
の
渋
滞
緩
和
対
策
への
早
期
着
工
」に
つ
い

て
甲
府
商
工
会
議
所
の
金
丸
会
頭
が
、「
中
小・小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
の
制
定
」に
つ
い
て
山
梨
県
商
工
会
連
合
会

の
小
林
会
長
が
要
望
内
容
を
説
明
し
た
。（
要
望
書
の
全
文

は
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　中
央
会
で
は
、我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
に
突

入
す
る
中
で
地
域
の
経
済
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
県
内

の
優
秀
な
人
材
を
地
元
の
中
小
企
業
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、中
小
企
業
の
経
営
力
の
向
上
、従
業

員
の
処
遇
改
善
、企
業
の
魅

力
発
信
な
ど
を一
体
的
に
支

援
す
る
こ
と
と
、業
界
組
織

等
を
通
じ
た
人
材
育
成
と

採
用
支
援
の
た
め
の
事
業
の

実
施
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し

た
。　横

内
知
事
か
ら
は
、「
各
要

望
と
も
県
政
に
と
っ
て
は
重

要
な
課
題
な
の
で
、県
と
し
て

は
し
っ
か
り
受
け
止
め
た
い
。

ま
た
、よ
い
事
業
プ
ラ
ン
が

あ
っ
た
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き

た
い
。」と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

中央会の要望を伝える内藤会長及び副会長

～中小・小規模企業の振興に関する要望書を知事に提出～
県内経済の発展と中小・小規模事業者の経営の安定に向けて

知事に要望書を手渡す中央会の内藤会長ほか
商工団体の代表者

第
66
回
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i b u k i

息吹

どちらとも
言えない
17％

影響はない
1％

影響がある
82％

どちらとも
言えない
59％

悪くなっている
39％

良くなっている
2％

悪くなっている
42％

どちらとも
言えない
46％

良くなっている
12％

グラフ2グラフ1

グラフ3

これからの補助金活用の視点
　国
、地
方
自
治
体
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
中
小
企

業
支
援
機
関
に
は
、各
種
の
補
助
金
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。例
え
ば
、経
済
産
業
省
に
は
構
造
変
化
へ
の
対

応
を
支
援
す
る
補
助
金
、厚
生
労
働
省
で
は
従
業
員

を
雇
い
入
れ
る
場
合
の
助
成
金
、中
央
会
で
は
新
技
術

や
新
商
品
開
発
の
た
め
の
補
助
金
な
ど
幅
広
い
分
野

で
利
用
可
能
な
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

　企
業
に
と
っ
て
補
助
金
の
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

く
、そ
の
一
つ
に
は
、新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
際
に
必

要
な
資
金
の
調
達
源
に
も
な
る
と
も
い
え
ま
す
。

　ま
た
、行
政
等
は
補
助
金
を
利
用
す
る
企
業
の
事
業

計
画
や
将
来
性
な
ど
に
つ
い
て
厳
し
い
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
企
業
は
行

政
等
か
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
事
業
に
対
す
る〝
お
墨

付
き
〞を
も
ら
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、補
助

金
を
受
け
る
こ
と
で
取
引
先
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら

の
信
用
が
高
ま
る
こ
と
や
、補
助
金
事
業
の
取
り
組
み

情
報
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
こ
と
で
企
業

の
宣
伝
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　併
せ
て
、行
政
で
は
補
助
金
事
業
の
成
果
を
上
げ
ら

れ
る
よ
う
専
門
家
派
遣
や
販
路
開
拓
支
援
を
行
う
こ

と
も
あ
り
、補
助
金
等
を
受
け
る
企
業
に
と
っ
て
は
資

金
調
達
面
以
外
に
も
様
々
な
経
営
面
の
サ
ポ
ー
ト
が

受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　一
方
、こ
う
し
た
補
助
金
は
種
類
が
細
分
化
さ
れ
増

え
た
た
め
、国
や
地
方
公
共
団
体
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

直
接
公
募
を
行
って
お
り
注
意
を
し
て
い
な
い
と
、タ
イ

ミ
ン
グ
の
あ
っ
た
ジ
ャ
ス
ト
フ
ィッ
ト
の
補
助
金
情
報
を

得
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
申
請
書

類
の
作
成
」、「
補
助
金
事
業
で
利
益
が
出
た
場
合
に
相

当
額
の
返
還
」が
面
倒
と
いっ
た
消
極
的
な
理
由
で
取

り
組
ま
な
い
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　い
ま
、中
小
企
業
の
経
営
者
に
は
、新
た
な
事
業
に

取
り
組
む
た
め
に
積
極
的
に
補
助
金
情
報
を
収
集
し

て
補
助
事
業
に
取
り
組
み
、そ
こ
か
ら
出
た
利
益
を
社

会
に
還
元
し
、更
に
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
い
う
積
極
的
な
経
営
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■経営状況が悪化した企業が4割以上
　4月以降の経営状況の変化は、「良くなっている」が12%、「悪く
なった」が42%、「どちらとも言えない」が46%となった。（グラフ1）
　「どちらとも言えない」とい
う回答の中には、先行きの不
安や見通しの悪さをコメント
しているものも多く、経営状
況が安定的でないことがうか
がえる。
　「良くなっている」としている
回答は、建設業を中心に国の
経済対策による公共事業やオ
リンピック関連需要などが好
調で4月の消費税率引き上げ
分についても価格転嫁できた
こと、また、経済変化を見越した新たな事業への取り組みが成功した
との声も一部にはあった。
　一方、「悪くなっている」との回答の中には、消費税率引き上げに伴
う駆け込み需要の反動や消費マインドの後退による売上減、また円
安による原材料、燃料等の値上がり分が価格転嫁できず収益を圧迫
しているとのコメントが多く、消費税率アップ後の中小企業・小規模
事業者に対する影響は大きく、増税ショックから立ち直れず、景気回
復の気配は感じられない状況である。

■円安にともなう製造コスト高が収益を圧迫。価格競
　争激化により転嫁難
　円安に伴う影響では、「直接的影響がある」26%、「間接的影響が
ある」45%と製造業を中心にいずれかに影響があるとの回答が多く、
6割強の企業が原材料･燃料の高騰による経費の上昇を挙げている。
　また、「取引先･需要者から理解が得られない」「同業者間の価格競
争が激化している」など、販売価格にコストの上昇分を転嫁できず収
益が悪化しているとの回答が多い。
　現状では「直接的な影響はない」と回答した企業でも、親会社や

メーカーが価格上昇の一部を吸収しているため影響がでてくるまでに
は時間差があると予測している。

■来年10月の消費増税に企業の8割が「影響あり」
　消費税が来年10月に再度
アップされた場合の影響つい
て、「影響がある」が82%（グラ
フ2）を占めた。
　特に、建設業では民間需要に
おける工事や設備投資の先送り
を予想しているほか、全ての業
種において需要の冷え込みから
価格競争が激化し、仕入れや原
価にかかる消費税アップ分を販
売価格に全て転嫁することは難
しいと考えている。

■平成27年以降の経営の見通しは「不透明」
　平成27年以降の経営状況については、「悪化」39%、｢どちらとも
言えない｣59%の合計が98%（グラフ3）となり、経済状況の変化、景
気の先行きが見えない状況を不安視しているコメントが多かった。
　政府は、年内に来年10月の消費税率の引き上げについて最終判断を
下す見込みである。
　今回の調査により県内の中小
企業・小規模事業者は、消費税
の再増税により今以上の消費マ
インド低下、買い控えによる売上
減、原材料・燃料、製造原価の上
昇分については価格競争の激化
により転嫁が難しく経営の悪化
を懸念している。消費税率10%
への再増税については、政府の
慎重な見極めが求められている
ことが明らかとなった。

　中央会では、消費税増税から半年たった10月に、組合員企業における消費増税や夏以降急速に進んだ円安による経営の変化、また来年
10月に予定されている消費税再増税による影響・先行きの予想などについて緊急調査を行った。結果は次のとおり

県内中小企業の緊急調査を実施県内中小企業の緊急調査を実施 調査期間▶平成26年10月10日～24日（15日間）

回 答 数▶126社
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データから見た業界の動き（平成26年9月分）

平成26年9月平成25年9月

平成26年9月平成25年9月

平成26年9月平成25年9月

業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）

opinion
オ ピ ニ オ ン

●DI値▲10（前年同月比▲22）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比▲15）
　非製造業 ▲7（前年同月比▲27）
●前月比DI値
　製造業 25ポイント悪化
　非製造業 17ポイント悪化

●DI値▲18（前年同月比▲10）
●業種別DI値
　製造業 ▲25（前年同月比▲20）
　非製造業 ▲13（前年同月比▲3）
●前月比DI値
　製造業 20ポイント悪化
　非製造業   6ポイント悪化

●DI値▲14（前年同月比▲12）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比▲20）
　非製造業 ▲13（前年同月比▲6）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント改善
　非製造業   7ポイント改善

減少
24%

不変
40%

増加
36%

減少
22%

不変
64%

増加
14%

減少
32%

不変
54%

増加
14%

減少
24%

不変
54%

増加
22%

減少
24%

不変
66%

増加
10%

減少
32%

不変
46%

増加
22%

安
く
て
も「
か
ず
も
の
」と
は

　都
留
地
域
の
製
造
業
は
、戦
前
に
郡
内
織
物
繊
機
の
修
理

や
部
品
の
製
造
か
ら
始
ま
り
、次
第
に
産
業
機
械
全
般
の
一
部

を
担
う
部
品
加
工
型
の
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　昭
和
40
年
代
以
降
は
高
度
経
済
成
長
と
中
央
道
の
開
通
に

伴
い
首
都
圏
と
の
取
引
が
増
え
、プ
レ
ス
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ダ

イ
キ
ャ
ス
ト
な
ど
金
型
に
よ
る
大
量
生
産
型
企
業
、続
い
て
そ

の
金
型
や
部
品
な
ど
を
扱
う
旋
盤
・
フ
ラ
イ
ス
な
ど
を
中
心
と

す
る
切
削
加
工
型
企
業
が
誕
生
し
成
長
・
拡
大
を
続
け
て
き

ま
し
た
。そ
し
て
、都
留
市
の
機
械
金
属
業
34
社
に
よ
り
昭
和

46
年
に
都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　私
自
身
も
昭
和
50
年
代
前
半
、20
歳
代
に
組
合
に
加
入
し
、

先
輩
経
営
者
の
皆
様
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。特
に
印
象
に
あ
る
の
が「
安
く
て
も
か
ず
も
の
」と
い

う
言
葉
で
す
。「
も
の
づ
く
り
で
は
、受
注
し
た
仕
事
で
最
初
は

利
益
が
出
な
く
て
も
、半
年
、1
年
と
数
を
作
り
続
け
る
こ
と

で
必
ず
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
改
善
さ
れ
利
益
が
出
る
よ
う
に

な
る
」と
よ
く
言
わ
れ
、今
で
も
そ
の
言
葉
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

　現
在
は
、も
の
づ
く
り
で
は
生
産
拠
点
が
海
外
に
流
出
し
、

国
内
で
は「
か
ず
も
の
」と
言
わ
れ
る
大
量
生
産
型
の
製
造
は

少
な
く
な
り
、も
の
づ
く
り
で
は
コ
ス
ト
や
ス
ピ
ー
ド
が
重
視

さ
れ
、小
規
模
の
事
業
所
で
も
の
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。も
の
づ
く
り
に
知
恵
と
工
夫

を
長
い
間
心
血
を
注
い
で
き
た
経
営
者
に
と
っ
て
は
、自
分
が

培
っ
て
き
た
職
人
的
技
術
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
は
さ
み
し
い
限
り
で
す
。

　こ
れ
か
ら
は
、次
々
と
新
し
い
技
術
や
産
業
が
生
ま
れ
て
き

ま
す
。特
に
I
T
産
業
は
拡
大
方
向
に
あ
り
無
限
の
可
能
性

が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、そ
の
中
に
新
た
な
も
の

づ
く
り
の
知
恵
と
工
夫
を
生
か
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
潜
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。

　今
年
7
月
の
圏
央
道
延
伸
も
、都
留
地
域
の
製
造
業
に
と

っ
て
は
首
都
圏
の
取
引
先
の
拡
大
を
通
じ
て
海
外
と
の
取
引

に
つ
な
が
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　理
事
長

　井
上 

敬
一 

氏

都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　理
事
長

　井
上 

敬
一 

氏

　情報連絡員による県内の９月の業況報
告は、消費税率引き上げや円安に伴う材
料の高騰等による相次ぐ値上げから市場
の動きは低調であり、これを受けて先行き
不透明感が強まっている。
　また、仕入価格の値上がり分を価格転
嫁できず収益を大きく圧迫している報告
も多く寄せられた。
　今後は、円安による原材料や燃料の更
なる高騰、人手不足による労務コストの上
昇等により経営難を引き起こすマイナス
要因も多く、来年10月に予定されてい
る消費税増税（10％）が行われると消
費者マインドの低下、生産の減少、景
気後退と負のスパイラルに落ちこむ
ことが懸念される。

●情報連絡員からの景況報告の概要

 

業
界
か
ら
の
報
告

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
ギ

フ
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、ホ
テ
ル
向

け
の
生
鮮
食
材
は
前
年
並
み

と
な
り
売
上
は
前
年
同
月
比

1
0
0
%
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
Ｏ

Ｅ
Ｍ
等
が
低
迷
し
た
が
、自
社

製
品
に
よ
る
新
製
品
の
導
入

や
ブ
ラ
ン
ド
名
の
変
更
よ
り

売
上
は
前
年
同
月
比
98
%
。

●
食
料
品（
製
麺
）／
景
気
回
復

の
兆
し
な
く
先
行
き
不
透
明
。

●
食
料
品（
菓
子
）／
今
年
は
昨

年
に
比
べて
気
温
が
涼
し
か
っ

た
た
め
、菓
子
の
注
文
が
増

加
。

●
繊
維・同
製
品（
織
物
）／
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
駆

け
込
み
需
要
が一段
落
し
た
影

響
が
大
き
い
。

●
木
材・木
製
品
製
造
／
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け

込
み
需
要
の
反
動
が
大
き
く

苦
戦
状
態
。円
安
に
よ
り
外

材
単
価
の
上
昇
分
が
価
格
転

嫁
で
き
ず
収
益
難
。

●
印
刷
／
資
材
を
は
じ
め
多
く

の
物
価
が
上
昇
。

●
鉄
鋼・金
属
①
／
業
況
は
全

体
的
に
良
い
雰
囲
気
だ
が
先

行
き
不
透
明
。

●
鉄
鋼・金
属
②
／
円
安
に
よ
る

材
料
、燃
料
等
の
価
格
上
昇

で
収
益
を
圧
迫
。

●一般
機
器
／
技
術
力
に
よ
る
企

業
間
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

●
電
気
機
器
／
半
導
体
関
連
や

電
子
機
器
、自
動
車
関
連
等

の
受
注
が
減
少
。技
術
力
の

格
差
が
広
が
っ
て
お
り
発
注

者
か
ら
の
選
別
が
明
確
化
。

●
そ
の
他（
宝
飾
）／
単
月
の
売

上
は
増
加
し
た
も
の
の
本
年

度
累
計
は
昨
年
度
割
れ
。材

料
取
引
は
現
金
仕
入
、製
品

は
掛
け
売
り
の
た
め
資
金
繰

り
が一層
厳
し
い
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
塗
料
）／
燃
料
価
格
の

高
騰
に
よ
り
様
々
な
面
で
影

響
が
出
始
め
て
い
る
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
未
だ

消
費
税
増
税
の
影
響
が
あ

る
。円
安
等
に
よ
り
材
料（
金・

銀
・プ
ラ
チ
ナ
等
の
地
金
、ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
等
）の
仕
入
単
価

の
上
昇
に
よ
り
更
に
厳
し
い
状

況
。

●
小
売（
青
果
）／
消
費
動
向
は

低
調
。

●
小
売（
食
肉
）／
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
の
影
響
も
客
足
や

客
単
価
を
鈍
ら
せ
て
い
る
。

●
小
売（
水
産
物
）／
仕
入
価
格

の
値
上
げ
が
続
き
価
格
転
嫁

で
き
な
い
た
め
収
益
難
。

●
小
売（
石
油
）／
低
燃
費
車
の

普
及
や
消
費
者
の
節
約
志
向

に
よ
り
年
々
売
上
が
減
少
。

●
商
店
街
①
／
来
街
者
の
減

少
。個
人
消
費
の
二
極
化（
余

裕
が
あ
り
買
い
物
を
す
る
客

と
買
い
控
え
客
）が
強
ま
っ
た

感
が
あ
る
。

●
商
店
街
②
／
N
H
K
の
朝
ド

ラ
マ
の
影
響
で
観
光
客
が
増

加
し
飲
食
店
は
好
調
だ
が
、

物
販
は
未
だ
に
消
費
税
率
引

き
上
げ
の
影
響
に
よ
り
低
調
。

●
不
動
産
取
引
／
中
古
マ
ン
シ
ョ

ン
、中
古
住
宅
や
郊
外
の
売
地

内
の
問
い
合
わ
せ
が
増
加
。ま

た
、甲
府
市
以
外
の
農
地
の
売

り
物
件
が
増
加
。

●
宿
泊
業
①
／
9
月
は
、3
連

休
が
2
回
あ
り
天
候
も
良
く

宿
泊
件
数
も
順
調
に
推
移
。

●
宿
泊
業
②
／
海
外
か
ら
の
旅

行
客
は
、前
年
対
比
増
加
傾

向
。9
月
は
3
連
休
も
あ
り

満
室
に
な
っ
た
宿
も
あ
る
。

●
美
容
業
／
消
費
者
ニ
ー
ズ
が

二
極
化
し
て
お
り
低
料
金
の

店
舗
が
拡
大
し
て
い
る
。そ
の

た
め
既
存
美
容
院
で
も
料
金

を
下
げ
る
傾
向
。

●
廃
棄
物
処
理（
産
廃
系
）／
燃

料
高
騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
企

業
か
ら
の
運
賃
の
値
下
げ
要

請
や
業
者
間
の
仕
事
の
奪
い

合
い
な
ど
が
生
じ
て
い
る
。

●
警
備
業
／
夏
以
降
か
ら
深
刻

な
人
手
不
足
。

●
建
設
業（
総
合
）／
山
梨
県
の

今
年
度
の
公
共
事
業
執
行
率

が
低
い
た
め
、県
内
公
共
工
事

の
動
向
は
件
数
は
微
増
だ
が

請
負
金
額
は
減
少
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
年
末
に
か

け
仕
事
の
件
数
に
対
し
職
人

が
足
ら
ず
大
幅
に
建
築
工
程

の
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。ま

た
、断
る
仕
事
も
増
加
、元
請

け
の
ゼ
ネ
コ
ン
も
工
期
の
延
長

等
に
苦
慮
し
て
い
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
山
梨
県
内

の
公
共
物
件
は
少
な
く
、民
間

や
首
都
圏
の
物
件
に
頼
って
い

る
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
売

上
高
は
、前
年
同
月
比
減
少

傾
向
。公
共
工
事
、見
積
件
数

等
も
減
少
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
材
料

等
の
原
価
が
値
上
が
り
の
た

め
収
益
の
改
善
に
は
至
ら
な

い
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
人
手
不

足
、燃
料
の
高
騰
等
に
よ
り
業

界
の
景
気
回
復
の
兆
候
は
な

い
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
新
運
賃
制
度

に
よ
り
単
価
が
値
上
が
り
し

た
た
め
仕
事
量
は
不
変
だ
が

利
益
増
と
な
っ
た
。運
転
手
不

足
の
た
め
車
輌
を
稼
働
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

9月分
平成26年
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介
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山梨県不動産協同組合（Y‐LAND）

　
山
梨
県
不
動
産
協
同
組
合

（
Y‐L
A
N
D
／
保
坂
貞
仁
理

事
長
）は
9
月
6
日
か
ら
28
日
の

毎
週
土・日・祝
日
に
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
と
共
同
で「
あ
さ
ひ
リ
ニ
ア

タ
ウ
ン
見
学
会
」を
開
催
し
た
。

　
あ
さ
ひ
リ
ニ
ア
タ
ウ
ン
は
、リ
ニ

ア
駅
建
設
予
定
地
か
ら
車
で
5

分
の
甲
府
市
上
今
井
町
に
県
内

に
事
業
所
を
持
つ
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
と
共
同
で
敷
地
面
積
約
５

２
，０
０
０
㎡
の
宅
地
を
開
発
し

た
も
の
。

　
日
が
昇
る
よ
う
に
と
い
う
意
味

か
ら「
あ
さ
ひ
」、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
利
便
性
か
ら「
リ
ニ
ア
タ

ウ
ン
」と
名
付
け
ら
れ
、「
安
心・安
全・生
活
利
便
性・豊
か
な
自

然・文
教
地
区
」と
し
て
の
4
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。リ
ニ
ア
駅
だ
け
で
な
く
、中
央
自
動
車
道・平
和
通
り・山
梨

環
状
線
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、通
勤・通
学
に
便
利
な
環

境
、個
人
住
宅
向
け
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
見
学
会
で
は
、あ
さ
ひ
リ
ニ
ア
タ
ウ
ン
全
体
の
見
学
や
建
売
住

宅
の
物
件
の
見
学
に
加
え
、ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
景
品
が
貰
え

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
野
菜
詰
め
放
題
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
、期
間
中
に
約
1
5
0
名
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　
2
0
1
3
年
7
月
に
全
1
7
1
区
画
の
分
譲
地
と
し
て
販
売

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
あ
さ
ひ
リ
ニ
ア
タ
ウ
ン
も
、現
在
で
は
全
体
の

約
30
%
で
入
居
者
が
生
活
を
し
て
い
る
ほ
か
、建
て
売
り
販
売
の

住
宅
や
今
後
の
建
築
予
定
も
含
め
る
と
全
体
の
約
60
%
の
契
約

が
決
ま
って
お
り
、販
売
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
組
合
で
は
、暮
ら
し
や

す
さ
を
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ

ン
し
た
住
宅
の
設
計
を
行

い
、2
0
1
4
年
9
月
か

ら
あ
さ
ひ
リ
ニ
ア
タ
ウ
ン

で
組
合
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

の
建
売
住
宅
の
販
売
も

開
始
し
た
。今
後
も
、お

客
様
が
毎
日
の
生
活
を

快
適
に
便
利
に
過
ご
せ
る

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

第
99
回
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド

　
　  

Z
O
N
E
講
習
会
を
開
催
！

第
99
回
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド

　
　  

Z
O
N
E
講
習
会
を
開
催
！

第
99
回
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド

　
　  

Z
O
N
E
講
習
会
を
開
催
！

第
99
回
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド

　
　  

Z
O
N
E
講
習
会
を
開
催
！

 山梨県美容生活衛生同業組合

　
山
梨
県
美
容
生
活
衛
生

同
業
組
合（
深
澤
仁
理
事

長
）は
、9
月
29
日（
月
）に
第

99
回
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー

ド
発
表
会
を
山
梨
県
美
容

専
門
学
校
で
開
催
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
は
、世
界
的

に
最
高
レ
ベ
ル
に
あ
る
日
本

の
業
界
を
代
表
す
る
美
容
師

が
創
作
し
た
最
新
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
や
帯
結
び
な
ど
の
ニュ
ー

モ
ー
ド
を
県
内
の
美
容
師
に

発
信
す
る
た
め
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　
ヘ
ア
の
部
で
は
、カ
ッ
ト
す
る
長
さ
や
被
せ
る
髪
の
ア
レ
ン
ジ
次

第
で
印
象
を
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
あ
る「
ツ
ー

ブ
ロッ
ク
カ
ッ
ト
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、全
日
本
美
容
講
師
会
創
作

委
員
の
杉
林
宏
忠
氏
に
よ
る
実
演
が
行
わ
れ
た
。

　
着
付
け
の
部
は
2
部
構
成
で
行
わ
れ
、古
来
か
ら
受
け
継
が
れ

る
い
に
し
え
の
文
化
財
で
輝
く
未
来
を
帯
に
託
し
た「
悠
久
」を

テ
ー
マ
と
し
て
、最
高
師
範
の
戸
田
紬
玖
与
氏
と
常
任
師
範
の
石

川
桂
子
氏
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
、四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
の
神
秘
を
感
じ
さ
せ
る
飛

騨
の
山・美
濃
の
水
な
ど
を
帯
に
託
し
た「
い
ろ
ど
り
」を
テ
ー
マ

と
し
て
、最
高
師
範
の
上
田
た
か
え
氏
と
最
高
師
範
の
海
野
ま
ゆ

み
氏
に
よ
り
実
演
が
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
、約
1
5
0
名
の
組
合
員
及
び
組
合
員
従
業
員
が
出

席
し
、最
新
技
術
や
ヘ
ア
モ
ー
ド・帯
結
び
の
コ
レ
ク
シ
ョン
発
表
な

ど
華
や
か
で
か
つ
最
新
の
高
い
技
術
を
学
ん
だ
。

　
深
澤
仁
理
事
長
は
、「
こ
れ
か
ら
の
美
容
業
界
は『
カ
ッ
ト
、ヘ
ア

カ
ラ
ー
、ス
タ
イ
リ
ン
グ
、パ
ー

ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
、メ
イ
ク
の
全
て

が
Ｚｏｎｅ（
帯
状
）に
繋
が
る
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、お
客

様
に
新
た
な〝
美
〞を
提
案
し
て

い
け
る
よ
う
進
化
を
求
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

お
客
様
が
毎
日
を
よ
り
美
し

く・よ
り
若
々
し
く・よ
り
健
康

に
生
活
で
き
る
よ
う〝
き
れ
い

と
感
動
〞を
提
供
す
る
業
界
と

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
た
。

経営研修会の様子

にぎり寿し・巻き寿しの作り方の勉強会の様子
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開
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し
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事
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展
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組
む

あ
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学
会
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開
催
!
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ひ
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　  「
見
学
会
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開
催
!

あ
さ
ひ
リ
ニ
ア
タ
ウ
ン

　
　
　
　  「
見
学
会
」を
開
催
!

あ
さ
ひ
リ
ニ
ア
タ
ウ
ン

　
　
　
　  「
見
学
会
」を
開
催
!

 山梨飲食業協同組合

　
山
梨
飲
食
業
協
同
組

合（
辻
和
夫
理
事
長
）は
、

毎
月
14
日
を「
組
合
の

日
」と
し
て
、プ
ロ
の
料
理

人
の
腕
を
活
か
す
こ
と・

伸
ば
す
こ
と
を
視
点
に

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

　
組
合
員
の
料
理
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
た

め
に
、今
年
度
は
味
噌
作

り
体
験
、圧
力
鍋
の
使
い

方
、塩
麹
・
味
噌
の
作
り

方
、美
味
し
い
餃
子
の
作
り
方
な
ど
の
料
理
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

「
手
打
ち
そ
ば
の
作
り
方
」の
勉
強
会
で
は「
手
打
ち
そ
ば
美
俊
」

店
主
の
小
林
陽
一
氏
を
講
師
と
し
て
プ
ロ
に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
の

作
り
方
の
実
演
に
組
合
員
関
係
者
21
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、学
校
の
夏
休
み
中
に
開
催
し
た「
に
ぎ
り
寿
し・巻
き
寿

し
の
作
り
方
」勉
強
会
で
は
組
合
員
と
そ
の
子
供
や
孫
も
参
加
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
勉
強
会
が
行
わ
れ
、子
供

達
に
と
って
も
家
業
の一端
を
知
る
重
要
な
機
会
と
も
な
っ
た
。

　
10
月
12
日（
日
）に
は
、組
合
有
志
が
昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
祭
り
に
出
展
し
、焼
き
そ
ば・お
好
み
焼
き・イ
カ
焼
き・お
寿
司

等
の
販
売
を
行
い
、屋
台
の
飲
食
を
超
え
た
プ
ロ
の
料
理
人
の
調

理
が
お
客
さ
ん
か
ら
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　
10
月
16
日（
木
）は
、㈱
F
B
A
代
表
取
締
役
の
石
田
義
昭
氏

に
よ
り「
小
さ
な
お
店
の
成
功
術
〜
強
み
を
活
か
し
て
売
上
ア
ッ
プ

〜
」を
テ
ー
マ
に
経
営
研
修
会
を
開
催
し
、「
厳
し
い
環
境
に
打
ち

勝
ち
、飲
食
店
と
し
て
売
上
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
手

法
」に
つ
い
て
組
合
員
関
係
者
50
名
以
上
が
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、組
合
の
機
関
紙
と
し
て「
組
合
だ
よ
り
」の
定
期

発
行
に
取
り
組
み
は
じ
め
、第
2
号
を
10
月
に
発
行
し
た
。こ
の

機
関
誌
に
は
組
合
活
動
な
ど
の

情
報
を
掲
載
し
、組
合
員
の
お

店
に
役
立
つ
情
報
提
供
を
目

指
し
て
い
る
。

　
組
合
で
は
、今
後
も
組
合
員

が
プ
ロ
の
料
理
人
と
し
て
更
な

る
繁
盛
店
と
な
る
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
に
、各

種
の
勉
強
会・研
修
会
の
開
催

を
は
じ
め
、柔
軟
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

実演の様子「着付けの部」

実演の様子「ヘアの部」
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式典の様子

あいさつする田島征夫理事長

上野原機械器具工業 協同組合

　
去
る
10
月
24
日
、上
野
原
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー「
も
み
じ
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
上
野
原
機
械
器
具
工
業

協
同
組
合（
田
島
征
夫
理
事
長
）

の
組
合
設
立
60
周
年
記
念
式
典

が
、組
合
員
を
始
め
来
賓
及
び
組

合
関
係
者
約
80
人
の
出
席
の
も

と
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
当
該
組
合
は
、日
本
経
済
が
戦

後
の
混
乱
期
を
脱
し
復
興
期
か

ら
高
度
成
長
期
に
さ
し
か
か
っ
た

昭
和
29
年
に
地
元
中
小
企
業
の
期
待
を
担
い
、中
小
企
業
の
振

興
並
び
に
地
域
経
済
の
発
展
を
目
的
に
、組
合
法
施
行
後
の
県

内
の
協
同
組
合
の
第
１
号
と
し
て
設
立
さ
れ
、上
野
原
地
域
の
機

械
器
具
業
界
の
中
枢
的
団
体
と
し
て
の
活
動
し
60
年
を
迎
え
た
。

　
記
念
式
典
第一部
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、田
島
征
夫
理
事

長
か
ら
組
合
が
歩
ん
で
き
た
経
過
が
話
さ
れ
た
他
、歴
代
理
事
長

に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
、『
最
近
の
山
梨
県
の
経
済
に
つ
い

て
』を
テ
ー
マ
に
、日
本
銀
行
甲
府
支
店
の
伊
野
彰
記
支
店
長
よ

り
県
内
景
気
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
組
合

員
は
熱
心
に
聞
き
入
って
い
た
。

　
第
三
部
の
懇
親
会
で
は
、「
組
合
の
歩
み
」と
し
て
制
作
さ
れ
た

ビ
デ
オ
上
映
が
行
わ
れ
、上
野
原
が
元
々
甲
斐
絹
織
物
の
産
地
と

し
て
栄
え
た
こ
と
、手
織
り
か
ら
足
踏
み
織
機
、更
に
は
動
力
に
よ

る
織
機
へ
と
進
ん
で
い
く
中
で
機
械
椎
修
理
工
場
に
よ
る
工
業
が

盛
ん
に
な
って
い
く
様
子
や
、設
立
以
降
の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、組
合
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
振
り
返
っ

た
。ま
た
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、組
合
員
の
家
族
を
始

め
関
係
者
か
ら
踊
り
や
歌

が
披
露
さ
れ
、終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
式
典
の
幕

を
閉
じ
た
。

　
田
島
理
事
長
は
、60
周

年
を
契
機
と
し
て
、こ
れ
ま

で
携
わ
っ
た
き
た
先
輩
た

ち
の
情
熱
を
思
い
起
こ
し
、

更
に
70
年
に
向
か
って
こ
れ

ま
で
以
上
に
上
野
原
地
域

経
済
の
発
展
の
た
め
全
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
た
。

報
徳
の
教
え
を
守
り
組
合
を
運
営

報
徳
の
教
え
を
守
り
組
合
を
運
営

報
徳
の
教
え
を
守
り
組
合
を
運
営

報
徳
の
教
え
を
守
り
組
合
を
運
営

山梨報徳機工 協同組合

　
山
梨
報
徳
機
工
協
同
組

合（
新
藤
進
理
事
長
）は
、

二
宮
尊
徳
翁
の「
報
徳
」の

教
え
を
取
り
入
れ
た
企
業

経
営
を
行
う
県
内
の
機
械

金
属
工
業
製
品
の
製
造
・

加
工
及
び
販
売
業
の
有
志

に
よ
り
、昭
和
55
年
に
設
立

さ
れ
た
組
合
で
す
。

　「
報
徳
」と
は
受
け
た
徳

や
恩
義
に
報
い
る
と
い
う

考
え
方
で
、経
済
と
道
徳

の
融
和
を
訴
え
、私
利
私

欲
に
走
る
の
で
は
な
く
社

会
に
貢
献
す
れ
ば
、い
ず
れ

自
ら
に
還
元
さ
れ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、報
徳
の
教
え
に
は「
至
誠
」を
基
本
と
し
、三
つ
の
柱
が

あ
り
、「
勤
労
」・「
分
度
」・「
推
譲
」と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
ま
す
。

　
組
合
は
、こ
の
教
え
に
基
づ
い
て
経
営
活
動
を
行
お
う
と
す
る

中
小
企
業
の
集
ま
り
で
、組
合
員
各
社
は
報
徳
思
想
の
実
践
を

心
が
け
企
業
内
は
も
と
よ
り
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
明
る
く

平
和
な
社
会
作
り
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
は
設
立
し
て
以
来
、自
ら
の
み
の
利
益
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
、互
い
に
助
け
合
い
高
め
合
う
こ
と
を
目
的
に
金
融
事
業

や
定
例
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
事
業
で
は
、組
合
が
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
て
行

う
転
貸
融
資
で
は
な
く
、融
資
す
る
原
資
を
組
合
員
が
共
同
で

積
み
立
て
て
拠
出
す
る
こ
と
に
よ
り
融
資
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
開
催
し
て
い
る
定
例
会
で
は
、講
師
に
よ
る
研
修
会
、中

央
会
な
ど
の
外
部
機
関
を
招
い
て
の
最
新
施
策
等
の
情
報
収
集
、

新
年
会
や
家
族
同
伴
の
納
涼
会
等
の
親
睦
事
業
等
を
実
施
し
て

お
り
、多
彩
な
事
業
展
開
を
組
合
の
設
立
時
か
ら
行
って
い
ま
す
。

　
新
藤
理
事
長
は
、「
景
気
に
左
右
さ
れ
る
中
小
企
業
が
多
い
中
、

報
徳
の
精
神
を
実
践
し
て
い
る
組
合
員
企
業
は
比
較
的
業
績
が

良
好
で
、永
年
に
渡
り
堅
実
に
会
社
を
経
営
し
て
い
る
。今
後
は

報
徳
の
教
え
を
き
わ
め
て
誠
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、組
合

事
業
や
企
業
の
活
性
化
、社
員
教
育
に
反
映
し
、社
会
に
貢
献
し

て
い
く
と
と
も
に
、組
合
員
同
士
が
連
携
し
絆
を
深
め
て
い
き
た

い
。」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
組
合
は
報
徳
の
教
え
に
基
づ
く
組
合
活
動
を
よ
り一層
推
進
し

て
い
く
た
め
、組
合
員
の
加
入
促
進
や
青
年
部
の
育
成
、山
梨
県

内
外
に
広
く
交
流
を
求
め
組
合
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

県警の中島課長に宣言書を渡す栗山理事長

「
暴
力
団
等
反
社
会
勢
力
排
除
宣
言
」

最
適
な
企
業
立
地
環
境
の
提
供
を
目
指
し
て
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迎
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迎
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協同組合 山梨県流通センター

　
協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ

ン
タ
ー（
栗
山
直
樹
理
事
長
）

で
は
、10
月
14
日
に
全
国
の
卸

商
業
団
地
組
合
と
し
て
初
の
、

ま
た
、山
梨
県
内
の
中
小
企

業
組
合
と
し
て
も
初
め
て
と

な
る「
暴
力
団
等
反
社
会
勢

力
排
除
宣
言
」を
行
っ
た
。

　
組
合
で
は
こ
れ
ま
で
組
合

員
に
最
適
な
企
業
立
地
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
安
心・安
全
な
流
通
セ

ン
タ
ー
づ
く
り
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、団
地
内
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
、組
合
員
従
業
員
の
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、事
業
活

動
用
ガ
ソ
リ
ン
の
備
蓄
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
き
た
。そ

の一環
と
し
て
、今
年
５
月
に
組
合
か
ら
反
社
会
的
勢
力
を
排
除

す
る
た
め
の
定
款
変
更
を
行
い
、８
月
に
は『
反
社
会
的
勢
力
で

は
な
い
こ
と
に
対
す
る
表
明
及
び
確
約
書
』と
し
て
暴
力
団
等
の

反
社
会
的
勢
力
を
団
地
に
進
出
さ
せ
な
い・進
出
し
た
場
合
も
退

去
さ
せ
る
旨
の
書
類
を
全
組
合
員
と
取
り
交
わ
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、今
回
は
、組
合
員
の
出
席
の
も
と
で
、安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
企
業
の
社
会
的
責
任
を
表
明
す

る
た
め
の
宣
言
と
な
っ
た
。

　
宣
言
に
は
、

①
暴
力
団
等
の
反
社
会
的
勢
力
と一切
の
関
係
を
な
く
す
こ
と

②
暴
力
団
等
の
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
を
拒
否
す
る
こ
と

③
暴
力
団
等
の
反
社
会
的
勢
力
か
ら
の
不
当
な
要
求
を
断
固

拒
否
す
る
こ
と
　

④
警
察
関
係
が
行
う
暴
力
排
除
活
動・犯
罪
予
防
活
動
等
に
積

極
的
に
協
力
す
る
こ
と
　

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、宣
言
に
併
せ

て
、山
梨
県
警
察
本
部

組
織
犯
罪
対
策
課
長

の
中
島
義
夫
警
視
を

招
き
、「
暴
力
団
情
勢

と
対
策
」
と
題
し
て

行
っ
た
講
演
に
は
組
合

員
企
業
の
50
社
余
り

が
出
席
し
、反
社
会
的

勢
力
か
ら
の
企
業
防

衛
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

「暴力団情勢と対策」講演会の様子
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　山梨県中小企業組合等事務連絡協議会（菅原五男会長　会員40組合）は、
10月10日(金)に静岡県富士市の「田子の浦港」および静岡市の「清水港」への
視察研修を実施した。当日は台風19号の接近も危惧されたが、概ね天候に恵ま
れ、会員・事務局の総勢19名が参加した。
　田子の浦港は静岡県東部の拠点港湾で、製紙の町富士市にあることから紙・パ
ルプをはじめ、石油製品・重油、セメン
ト、穀物などを取り扱っている。
　また、隣の清水港は甲府市から最
も近い港で、全国に18ある国際拠点
港湾のひとつで、客船の寄港も多く、
埠頭（バース）も近年増設している。
　田子の浦港では、管理事務所の桜
井所長より田子の浦港の歴史、利用
状況、整備計画などの概要説明の
後、石炭ヤード、中央埠頭、富士埠頭
を見学した。
　清水港では、管理局法月氏より山梨県との物流での交流を含めた概要説明が
あり、その後コンテナ貨物を取り扱う新興津埠頭を見学し、フェルケール博物館、
缶詰記念館などを見学した。

　今回の視察は、中部横断自動車道路
の全線開通後に物流の起点となる田子
の浦港と清水港それぞれの機能と将来
性を知る目的で実施され、田子の浦港
ポートセールス実行委員会と清水港利
用促進協会の協力を得て実現した。
　菅原会長は、「平成29年度の中部横
断自動車道路の全線開通後に中央自動
車道と併せて東西南北の物流のクロス
ポイントとして注目される山梨県におい

て、静岡の港湾機能を県内中小企業のビジネスチャンスに繋げる可能性について
考えるきっかけとなった。」と話した。
　山梨県中小企業組合等事務連絡協議会は、組合等事務局機能の強化・体制整
備や組合員事業の活性化につながる情報の要としての機能を育成する団体とし
て教育事業を中心に活動している。協議会への加入及び事業への参加は、
TEL055-237-3215 中央会連携組織課又は各組合等担当指導員まで

　10月７日（火）、平成26年
度『レディース中央会全国
フォーラム in 千葉』が開催
された。
　今年度は千葉市の「ホテ
ルスプリングス幕張」で開催
され、全国から約２００名、本
会女性部会からは15名の女
性部会関係者が参加した。
　レディース中 央 会 全 国
フォーラムは、組合に関係す
る全国の女性経営者等が意見交換と研究討議を行い、女性経営者の資質向上
と組合女性部の組織化、中小企業と組合組織の振興・発展に資することを目的に
毎年開催されている。
　当日は、オープニングセレモニーのあと二つの分科会に分かれ、本会女性部会
が参加した第２分科会では久米繊維工業株式会社の久米信行会長より「21世紀
日本は世界からモテモテになる！女性の知的好奇心とソーシャル力が日本復興の
カギ」をテーマに講演会が開催された。
　また、事例発表会では山梨県ワイン酒造組合の木田茂樹理事長（株式会社ル

ミエール代表取締役社長）から「山梨のワイン産業の
現況～KOJ（甲州・オブ・ジャパン）～」をテーマに、甲州
ワインのＥＵ向け輸出促進プロジェクト及び甲州ぶどう
の歴史や山梨のワインについての発表が行われた。
　続いて行われた基調講演では、経済アナリスト森永
卓郎氏による「日本経済に何が起こっているのか？」を
テーマについてその後の基調講演が行われた。
　その他にも、会場前ロビーでは全国各地の銘品や
特産品を展示販売するコーナーも設けられ、山梨から

は株式会社石友が出展し
ジュエリー製品の販売を
行った。今回の全国フォー
ラムはワインとジュエリーと
いう山梨県の特産品をピー
アールする絶好の場とも
なった。
　来年のレディース中央会
全国フォーラムは11月に島
根県での開催が予定され
ている。

　10
月
1
日
か
ら
外
国
人
旅
行
者
向
け
消
費
税
免
税

制
度
が
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

　改
正
前
は
輸
出
物
品
販
売
場
に
お
け
る
免
税
対
象
品

が
家
電
や
衣
類
、か
ば
ん
な
ど
に
制
限
さ
れ
、食
品・飲

料
類
、薬
品
類
や
化
粧
品
類
等
の
消
耗
品
は
対
象
外
で

し
た
が
、10
月
か
ら
は
こ
れ
ら
の
商
品
も
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

　こ
の
改
正
に
よ
り
免
税
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、外

国
人
旅
行
者
の
シ
ョッ
ピ
ン
グ
の
利
便
性
が
増
し
ま
す
。

各
地
の
お
土
産
品
店
に
免
税
取
扱
店
が
広
が
る
と
、外

国
人
旅
行
者
が
各
地
の
地
場
産
品
な
ど
を
こ
れ
ま
で
よ

り
気
軽
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、日
本
に
お
け
る
旅
行

消
費
の
促
進
と
販
売
増
加
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　し
か
し
こ
う
し
た
免
税
取
扱
店
で
貴
社
の
製
品
が
知

ら
な
い
間
に
外
国
人
旅
行
者
に
購
入
さ
れ
海
外
に
出
回

り
事
故
が
起
き
た
場
合
、貴
社
が
責
任
を
問
わ
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　貴
社
の
製
品
が
国
内
専
売
と
考
え
て
い
て
も
、お
土

産
品
な
ど
と
し
て
免
税
取
扱
店
を
通
じ
て
外
国
人
旅
行

者
が
海
外
に
持
って
帰
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、海
外
で
発
生
し
た
P
L
事
故
に
つ
い
て
損
害
賠

償
請
求
を
受
け
た
場
合
に
も
、国
内
を
対
象
と
し
た「
生

産
物
賠
償
責
任
保
険
」（
国
内
P
L
保
険
）で
は
保
証
さ

れ
ま
せ
ん
。

　海
外
の
P
L
事
故
に
は
、海
外
P
L
保
険
で
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。訴
訟
社
会
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し

て
海
外
の
P
L
リ
ス
ク
は
高
く
、損
害
賠
償
請
求
の
中
に

は
言
い
が
か
り
的
な
も
の
も
あ
り
、ひ
と
た
び
訴
訟
と
な

れ
ば
、応
訴
の
た
め
に
高
額
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　国
内
P
L
保
険
に
加
え
、海
外
P
L
保
険
に
も
加
入

す
る
な
ど
、リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
も
考
慮
が
必
要
で
す
。

特産品を展示販売する「株式会社石友」

外国人旅行者向け消費税免税制度による想定外のトラブルへ対応を
貴社の製品は知らないうちに海外へ輸出されていませんか?

平成26年度

レディース中央会全国フォーラム in 千葉

●山梨県中小企業団体中央会女性部会

中央会女性部会からの参加者

講演を行う「木田茂樹」氏

●山梨県中小企業組合等事務連絡協議会

今後期待される山梨県の
物流起点の整備計画を学ぶ
今後期待される山梨県の
物流起点の整備計画を学ぶ
田子の浦港と清水港への視察研修を実施

田子の浦港での概要説明

フェルケール博物館にて船と港の歴史を学ぶ
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　い
つ
も
車
窓
か
ら
見
え
る
富
士
山
は
、
実
に
変
化
に
富

ん
だ
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。
時
に
優
し
く
、
時
に
厳
し

い
、
威
厳
に
満
ち
た
姿
に
私
た
ち
は
励
ま
さ
れ
、
勇
気
を

も
ら
っ
て
い
る
。

　私
た
ち
の
仕
事
は
物
を
運
ぶ
こ
と
。
国
内
物
流
の
９
割

以
上
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク
運
送
は
、
毎
日
休
む
こ
と
な
く
国

内
全
域
を
覆
い
生
活
を
支
え
て
い
る
。

　物
流
の
プ
ロ
と
し
て
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動

な
ど
、
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い
自
然
環
境
を
将

来
に
残
す
こ
と
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　必
要
と
さ
れ
て
い
る
物
を
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
所

に
。
安
全
に
確
実
に
届
く
よ
う
に
見
守
っ
て
い
く
。
雄
大

な
富
士
山
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
。

　富
士
山
世
界
遺
産
登
録
お
め
で
と
う
。

エコ運転　富士と一緒に　我らの遺産
平成25年度環境標語最優秀作品

（一社）山梨県トラック協会・（公社）全日本トラック協会・後援／山梨県　関東運輸局山梨運輸支局

見
守
り
、

 

見
守
ら
れ
。

甲 府 本 店 TEL 055-235-9700
 1 0120-970-260
富士吉田支店 TEL 0555-22-0992

無料相談実施中無料相談実施中
●当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーが
　金融・経営に関する相談を受け付けております。
◆相談日 第1・第3木曜日（原則）　　◆時間 16時～18時
◆場所 本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階

事前予約制　　下記までお気軽にご連絡ください。

「経営改善策定支援事業」を利用し、経営改善を行う方の

負担額の2分の1を補助します負担額の2分の1を補助します負担額の2分の1を補助します
●取扱例：経営改善費用150万の場合
　国：100万円　保証協会：25万円　事業者負担額：25万円

山梨を支える企業とともに

山梨県信用保証協会

※詳しくは下記までお問い合わせください。

皆様のベストパートナーをめざして

山梨県民信用組合
http://www.yamanashikenmin.shinkumi.jp/

　訪問企業▶ 株式会社 石友

　昭和44年創業の「石友」は、山梨の地場産業であるジュエリー業界の企業です。特徴は企画から製造ま
で社内で一貫して行い、お客様のニーズをより早く形にして提案し、顧客満足感を高めていることです。ま
た、お客様に会社へ足を運んで商品を見ていただき安心・納得して購入していただいているそうです。
　こうした方法が実現できるのは、専門性が高くモチベーションの高い従業員がいるからで、石友では社員
が社会貢献することで企業が世間に認められるとの考えから、社員を大切にし、社員もやりがいと責任をもっ
て仕事をしているそうです。
　見学中に、「父親と同じ仕事がしたい」と入社した
方が親子で作業している姿を見て感動しました。こ
れも中小企業ならではの良さです。その方が研磨し
たダイヤの指輪をはめましたが、見るのと着けるのと
では全く違い、ジュエリーは人をわくわくさせる特別
なものだと感じました。
　ジュエリー産業の魅力は、自分たちが考えたもの
が形になりお客様に喜んでもらえることだそうです。
ただ綺麗なだけではなく、個性のある宝石を職人さ
んが全身全霊で作り上げた一点モノだからこそ惹き
つけられるのだろうと思いました。

　訪問企業▶ 株式会社 フリートレード

　株式会社フリートレードの篠原社長から、環境問題に
大きく関わっている廃棄物についてお話しを伺いました。
　廃棄物は産業廃棄物と一般廃棄物に分かれており、
普段目に触れにくい廃棄物の処理がどのように行われ
ているか、特に、住民が排出する生活系一般廃棄物の

処分方法が市町村ごとに違っていることに驚きました。
　一般廃棄物は、発生した段階で廃棄物を出す人や市町村の判断により「ゴミ」であるか「資源」であるか
の区別が分かれるために、ある市町村地ではゴミとして扱われているものが他の市町村では資源として扱
われていることもあるそうです。
　また、一般家庭から出る生活系の一般廃棄物の処理を、県内の多くの市町村で、単独の企業ではなく多
くの企業が加入している協同組合が行っていることも知りました。
　家庭から出る廃棄物は住民の衛生的な生活の維持に密接に関わっているため、単独企業が何らかの理
由で作業を行うことができなくなった場合に住民生活に支障をきたさないために直ちに他の企業が作業を
代行できるよう複数の業者が加入している協同組合ので共同で事業を行うことが、事業の安定的な実施に
向いているそうです。
　今回、廃棄物の処理や企業活動、組合の事業について学ぶことができ、産業の奥深さを知ることができ
ました。

インターンシップ 体験記
　中央会では県内大学生を対象に県内の中小企業や協同組合などの事業や活動を理解してもらうことを
目的にインターンシップ生を受け入れています 
　今回は、8月18日～22日にインターンシップを体験した学生の企業レポートを紹介します。

　厚生労働省は平成26年9月1日から、平日夜間・土日に、誰でも労働条件に関して、無料で相談でき
る電話相談窓口「労働条件相談ほっとライン」を開設しました。
　「労働条件相談ほっとライン」は、労働基準関係法令に関する問題について、専門知識を持つ相談員
が、法令・裁判例などの説明や各関係機
関の紹介などを行う電話相談です。
　電話相談は、働かれている方のみなら
ず、企業側の方でも無料で、全国どこか
らでも利用できます。匿名での相談も可
能です。
　労働条件でお悩みの方、お気軽にご相
談ください。

「労働条件相談ほっとライン」「労働条件相談ほっとライン」を開設しました！

●帝京科学大学　生命環境学部　自然環境学科

　2年　依田 花梨

●山梨県立大学　国際政策学部 総合政策学科　3年　堀江 智美
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編
集
後
記

　11月は別名霜月（しもつき）と呼ばれ、文字通
り寒さを感じる季節となりました。この時期は昼
夜の温度差が大きく体調維持に気を使う季節で
す。年末に向けあわただしくなってまいります
が、うっかりコタツで寝て風邪などひかないよう
体調管理をしっかり行いましょう。

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで

　TEL 055-237-3215　
　FAX 055-237-3216
　E-mail 
　webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp   

インターネットで最新の人材情報をどうぞ

URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
山梨県甲府市丸の内2-14-13 ダイタビル2階  TEL.055-235-6236  FAX.055-235-6252

公益財団法人 産業雇用安定センター 山梨事務所
安心と信頼のネットワーク

中小企業者のための共済事業
共済にかけて安心　伸びゆく企業
普通・総合・新総合火災共済

皆様の財産を火災や自然災害等からお守りする共済制度です。

生命傷害共済
病気・けが等により死亡や、けがによる入・通院費用等を保証する共済制度です。

休業補償見舞金共済
災害等によって休業した場合にその損失を補償する共済制度です。

医療総合保障共済
医療（病気・けが）共済とがん共済をセットした共済制度です。

当組合は、中小企業とその経営者・従業員の方々を
対象とした共済事業を行っております。

３つの特色で皆様の企業をパワフルにバックアップします。

●安い掛金　●迅速な支払　●剰余金は契約者に還元

山梨県火災共済協同組合
山梨県中小企業共済協同組合

甲府市中央1-12-37　IRIXビル3階
TEL（055）235-7564　FAX（055）235-7538

　10月18日（土）、中央会では、恒例となった中小企業団体親睦ゴ
ルフコンペを開催した。
　第45回目となる本年は、笛吹市「ウッドストックカントリークラ
ブ」において、中小企業団体の親睦と交流を図ることを目的に開催
され、中央会会員をはじめとする約70名が参加した。
　当日は秋の好天のもと、参加者は団体戦・個人戦でゴルフの腕
を競いあうとともに、プレイを通じて親睦を深めていた。

　プレイ終了後には
参加者により交流会
を兼ねた表彰式が開
催され、個人戦と団体戦の順位賞の他、ニアピン、
ドラコンなどの特別賞（個人戦）が発表され、それぞ
れ賞品が贈られた。
　団体戦では「山砕石事業協同組合」、個人戦では
「大森武正氏（山梨県遊技業協同組合）」がそれぞ
れ優勝した。

第45回 中小企業団体親睦ゴルフコンペを開催第45回 中小企業団体親睦ゴルフコンペを開催

優　勝 …… 山梨県山砕石事業協同組合
準優勝 …… 山梨県遊技業協同組合
１　位 …… 山梨県警備業協同組合
２　位 …… 山梨県撚糸工業組合
３　位 …… 山梨県造園建設業協同組合

優　勝 …… 大森　武正（山梨県遊技業協同組合）
準優勝 …… 望月　　巌（山梨県警備業協同組合）
１　位 …… 千野　和明（山梨生山砕石事業協同組合）
２　位 …… 大森　孝康（山梨県遊技業協同組合）
３　位 …… 大森　重人（山梨中央建設協同組合）
ベストグロス
　　　 …… 大森　孝康（山梨県遊技業協同組合）

団 体 戦

個 人 戦（※敬称略）

中小企業団体新春交流会のご案内
開催日時　　平成27年1月9日（金）16：00～18：00
開催場所　　セレス甲府（旧アピオ甲府）　中巨摩郡昭和町西条3600

20152015第18回第18回

年初ご多用とは存じますが、ぜひ、組合員の皆様お誘い合わせの上、
多数の皆様がご参加くださいますよう、お願い申し上げます。

ナイスショット

団体優勝の山砕石組合



▶学生　会社概要、事業内容について教えてください。
▶経営者
　株式会社アイウィーヴは、2006年7月に設立し今年9
年目になりました。
　弊社は、幅広いIT分野の中でソフトウェア開発を中心に
行っています。最近はIP電話のシステム構築やコールセン
ターのシステム構築などIP電話に関係する開発に加えて、
各企業の基幹業務システムなどの企業の業務に必要な管理
ソフトウェアの受託開発なども中心業務となっています。

▶学生　採用の際に重視することはありますか。
▶経営者
　IT分野の仕事はとても幅が広く、単にプログラムを書く
だけではなく、システム設計など様々な能力を要求される
仕事です。そのためプログラムを書けることが必須です
が、「コンピュータを使って何かをすることに興味がある」
ことがポイントだと考えています。
　「学校の授業の課題だからやる」ではなく、「楽しい・興
味がある」といった主体性が重要です。そのためには、学生
のうちに何か一つでも自分から進んで楽しくできるもの
を見つけておいて欲しいと思います。　　　

▶学生　学生のうちに取得しておいたほうが良い資格な
　　　　どはありますか。
▶経営者
　IT系の資格は大きく分けてIPA系の国家資格とその他

の資格があります。取得しておかなければならないという
ことはありませんが、例えば「基本情報技術者試験」のよう
に出題範囲が広い資格の取得を目指して勉強をすれば、
IT業界で仕事をしていく上で必要な知識の幅について理
解が深まるのではないかと思います。

▶学生　仕事に対する“姿勢”、“やる気”についてお聞か
　　　　せください。
▶経営者
　趣味としてプログラムを作る場合は自分の行いたいよ
うにできますが、仕事となると時間やコストなど様々な
制限が出てきます。また、最終的にはお客様に提供したも
のが満足していただけるかが重要になってきます。限ら
れた制約の中で、お客様にとって何が一番良いかを常に
頭に入れて仕事をし、その結果、お客様に認められ褒めて
いただくということが自分にとって大きな活力となって
います。
　プログラムだけでなく、作ったものは誰かに使っても

らって初めて価値が出ますので、まずは使ってもらえるよ
うに、そして使ってくれた人が満足してくれるようにと思
い描きながら日々仕事に取り組んでいます。

▶学生　御社の将来展望を教えてください。
▶経営者
　弊社は、会社設立から8年が経過しましたが、これから
10年、20年というスパンを考えると、流れの速いこの情
報分野の業界がどのようになるかは正直わかりません。
そのため、業界の流れをきちんと見極めながら、一般消費
者向けのものを足がかりに成長していきたいと考えてい
ます。
　しかし、その成長も、ただ社員が増えるということに重
きを置くのではなく、一人一人の社員が技術面を含め、広
い意味での成長をしていきたいと思います。コンピュータ
を使う方々にとって、使いやすい良いものを作れるよう
に、またそれを提供し続けられるような成長をしていきた
いと思っています。

　このコーナーは、学生が県内企業の経営者を訪問し、企業の経営実態や求め
ている人材等について直接聞き取ることにより、学生と企業の相互理解を促進
し、雇用のミスマッチ等を解消することを目的としております。

学生企業レポート学生企業レポート 第 30 回

学生企業レポート学生企業レポート 第 31 回

経営者に 聞きました!

興味を持つことの
　　　　　大切さ！
興味を持つことの
　　　　　大切さ！

経営者 学 生

大月短期大学
経済科

1年　富澤 優希 さん

株式会社 アイウィーヴ
取締役

保坂 謙知 氏

▶学生　会社概要と事業内容についてお聞かせください。
▶経営者
　弊社は㈱三協精機製作所（現㈱日本電産サンキョー）よ
り分離独立し、昭和62年に㈱サンニスカとして設立され
ました。当初はSONYなどのオーディオ用精密機器の製
造を行う会社でしたが、平成4年に駐車場機器開発を始
め、平成11年に自社ブランドとして駐車場機器製造販売
を開始しました。
　弊社の主要製品は無人コインパーキングの機械で、
ゲート開閉の自動化や電話回線を使用した遠隔管理によ
る料金やトラブル対応が可能なシステムです。弊社は駐
車場機器関連が売上の90%を占めますが、その他にも医
療・健康・美容分野の製品も手がけています。現在の社名
は平成15年に市町村合併と同時に㈱サンニスカから改称
したものです。

▶学生　御社が社員に期待することは何ですか。
▶経営者
　「元気で明るく物事に取り組んでいく姿勢」です。誰も
が最初は初心者です。それを、自ら学んでいく姿勢が大切
だと思っています。また、当たり前のことですが「5S（整
理、整頓、清掃、清潔、躾）」と「ホウレンソウ（報告、連絡、相
談）」を常に心がけていることです。
　弊社の会社規模は業界では決して大きいわけではあり
ませんが、それでも大きなシェアを維持できる理由は品質

の高さにあります。電話回線を使い遠隔管理システムで
無人駐車場の全ての管理を行うことができます。基本的
には無人管理ですが、緊急時には人が対応することがあ
ります。しかしそれ以前に、品質の高い製品を作るために、
「絶対に壊れない・絶対に誤動作しない」ことを前提に製
品づくりを行っています。この当たり前のことを常に心が
けることが必要です。

▶学生　業界の動向についてお聞かせください。
▶経営者
　現在のコインパーキング業界の市場は、飽和状態にあ
ります。しかし、車の数は年々増加していますし、オリン
ピックの東京開催も決定したこともあり、都市部でのコイ
ンパーキングの需要は今後も増加すると思います。更に、
遠隔操作システムを利用した無人駐車場は、大学、病院、

銀行、図書館や市役所など、コイン駐車場経営を行ってい
ない会社にも使用されてきています。今後もこのシステム
の需要は更に増えていくと期待しています。

▶学生　今の学生に足りないものについてお聞かせくだ
　　　　さい。
▶経営者
　足りないということではありませんが、「やる気」を持
ち、「元気」でいることが重要です。新入社員が技術を身に
付けるためには、自ら学ぶ「やる気」が大切です。入社試験
で数値化できる学力で判断することは簡単ですが、短い
面接時間で人間性を測ることは難しいものです。そこで面
接の際には、会社に入ってからどれだけ頑張れるかを私た
ちは見ています。元気な学生はやる気が感じられ、私たち
にとってはとても好印象です。

“本当は大切”な
　　“当たり前のこと”
“本当は大切”な
　　“当たり前のこと”

学 生 経営者

株式会社 サニカ
代表取締役社長

林　憲正 氏

サンテクノカレッジ
マルチメディア科

2年　中澤 朱里 さん

▶第30回目となる今回は、大月短期大学 経済科 １年 富澤優希さんが、株式会社アイウィーヴ 取締役 保坂謙知氏 を取材しました。

▶第31回目となる今回は、サンテクノカレッジ マルチメディア科 2年 中澤朱里さんが、株式会社サニカ 代表取締役社長 林憲正氏を取材しました。

取材を終えて…
　目上の方とお話する機会はあまりなかったのでとても緊張していましたが、わかりやすく丁寧に答えて
いただき、多くのことを聞くことができました。お話を聞く中で、「自分で興味をもつ」ということや「話の本
質を理解する」という、自分で考えるということが何よりも大切だと感じました。流れも速く幅広いIT業界
の中で求められる成果は大変だと感じましたが、だからこそ自分で流れに乗れるような能力を持つことが
大切だとわかりました。
　また、資格についての話も伺い、自分が学生のうちに取る資格の参考としながら必要な知識を学んでい
きたいと感じました。取材を通して勉強以外にも大切なことがいろいろあることを教えていただきました。
ありがとうございました。

取材を終えて…
　甲府中心部の駐車場で㈱サニカという名前をよく見ましたが、何をやっている会社なのか詳し
くは知りませんでした。実際に経営者からお話をお伺いすることができ、会社のことだけではなく、
業界のことも理解することができ、視野も広がりました。
　私はITに興味があり、情報関係の専門学校に通っています。無人駐車場でのネットワークを利用
した遠隔管理システムのお話は大変興味深く、経営者の熱い想いを伺っていると、このシステム
は、今後、様々な業界へと広がり急成長していくと感じました。
　また、日本の「ものづくり」の品質の重要性、5Sやホウレンソウといった当たり前のことの大切
さ、元気で明るく物事に取り組んでいく姿勢の必要性を知りました。
　現在就職活動中であり、来年からは新入社員として頑張る私たちにとって、明日からの就職活動
に活かし実践していけることがたくさんありました。ありがとうございました。

この印刷物は全国中小企業団体中央会補助事業「平成26年度地域中小企業の人材確保・定着支援事業」の補助を受けて作成しました。



▶学生　スポーツショップの経営を始めたきっかけは
▶経営者
　1964年に開催された東京オリンピックの時のことで
す。戦後から復興し高度成長を遂げつつあった当時、日本
のスポーツに対する感覚が若者を含めて大きく変わる中
で、これからはスポーツがより注目されるだろうと考え、
ビジネスを始めることを決意しました。
　当時の日本のスポーツ用品の流通形態はメーカー→問
屋→小売店となっており、出版社に勤める大学の先輩か
ら、若い創業者である自分とも取引してくれる相手を紹介
してもらえました。私は、10社ほど紹介された問屋に対し
て、「店舗を持っていない自分は、オリンピックを契機に生
まれてくるスポーツ需要をどう地域で展開したらよい
か?」と質問をしていきました。すると、2社ほどから「やる
なら応援しましょう」という答えをいただき、そこから取
引が始まりました。
　当時の流通事情でも発注した商品は2～3日で入荷し
ましたから、3日猶予をもらえれば必ずお客様に渡すこと
ができました。そこで、移動販売形式で、できるだけ在庫を
少なくサンプルを全て車に積み、周辺の学校を訪ね体育
教師とお会いし、注文をいただいた商品を仕入れて納め
るという形をとりました。そのころは、店舗を持つことが
夢でした。

▶学生　仕事をしている中で目指していることは
▶経営者
　「人間万事塞翁が馬」という故事があり、幸も不幸も誰
も予測することができない、しかし、自分の努力がなけれ
ば絶対に一つのことを達成することができないという意

味です。
　人が休むときに休まず働けば、その分利益が生まれま
す。このことは企業経営に限らず何にでも共通すること
で、常に志しています。
　しかし、仕事を嫌いにならないことも大切です。仕事を
負担に感じてしまったら嫌になりますから、仕事の中にも
何か楽しみを見つけることが必要です。
　また、この仕事は、スポーツを通じて年齢を超えた世代
の人と心を通わせることができ、一度の出会いからいろい
ろな展開をして人と人とがつながっていく面白さもあり
ます。

▶学生　これまで仕事をやってこられた中で一番の思い
　　　　出は
▶経営者
　母校の韮崎高校に陸上用品を納めていた頃、横森巧先
生が赴任してきました。お話をしていると、韮高のサッ
カー部員の服装やシューズが皆バラバラであったことに
気づきました。そこで、当時懇意にしていたメーカーに相
談したところシューズを安価で提供してくれ、私はユニ
フォームのデザインを考え、新しくしました。

　そのユニフォームを着て、韮高は1979年から1983年
までの間、全国高校選手権で準優勝を含む5大会連続ベス
ト4以上の偉業を残しました。
　全国の舞台での彼らの活躍をバックアップできたこと
が一番の思い出です。

▶学生　地元のスポーツショップならではの地域貢献とは
▶経営者
　7月30日から山梨・東京・千葉・神奈川でインターハイ
が開催され、山梨県では8競技が実施されました。県内各
地の競技場で、県内の16のスポーツ専門店が加入してい
る山梨県スポーツ専門店協同組合の組合員が交代で記念
品やスポーツ用品の販売、用具の修理やメンテナンスなど
にも取り組み、大会運営と経済効果で相当貢献できたと
思います。
　また現在は、若い年代育成が大事だと考え、小学生から
高校生の世代に焦点を当てています。錦織選手も13歳で
アメリカへ渡りましたが、彼のような選手を地元のスポー
ツショップが見つけて育ててあげることができたらすご
いことだと思います。
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緑ケ丘で
活きるスポーツショップ
緑ケ丘で
活きるスポーツショップ

学 生 経営者

株式会社 ダイワスポーツ
代表取締役社長

浅川　勤 氏

都留文科大学
社会学科 環境コミュニティ創造専攻

2年　島田 修造 さん

▶学生　会社設立の経緯を教えてください。
▶経営者
　私は高校時代から硬式テニスを始め、高校を卒業す
る時には、「いつかテニスを主体に山梨県内で起業する
ぞ」と決めていました。大学へ行ってもその気持ちは変
わらず、大学時代は選手をしながら指導法やショップビ
ジネス等の勉強も始めました。
　創業する前はコーチとして活動し、県内のいくつかの
テニスクラブの創業もお手伝いしました。そして、1980
年4月にテニススクールとプロショップの運営を行う
「トミオカプロスタッフ&テニスショップ」を創業しまし
た。5年後に、株式会社トミオカテニスとして法人化し、
現在に至っています。

▶学生　御社が求める人材を教えてください。
▶経営者
　まずはテニスを理解できる人が望ましいと思ってい
ます。弊社は、テニスとソフトテニスとバドミントンの3
つのスポーツを柱としていますので、それらに多少でも
理解・経験があり、スポーツの素晴らしさが分かる人を
望んでいます。

▶学生　学生時代に取り組んでおいた方が良いと思う
　　　　ことを教えてください。
▶経営者
　学生時代は社会に出る準備をする大切な時間である

と私は思っています。目標を早く決めることがとても大
切なことだと思います。目標を早く決めれば修正も早く
でき、目標を早く作ることによって何をすれば良いのか
も当然わかってきますので、その目標に向かって学生
時代に様々な経験を積み勉強することが大切だと思い
ます。

▶学生　御社の将来展望及び今後の課題について教え
　　　　てください。
▶経営者
　弊社の目指すところは、“テニスの山梨ブランド”を作
ることです。「山梨はテニスをする環境が日本で一番
整っているところだね」と幅広い人たちに言われること
を目指して活動を続けています。
　具体的には、現在運営しているクラブとスクールのテ
ニス普及事業に加えて、ショップが三位一体となったテ
ニスの総合施設として運営を行い、お客様により快適な

環境でテニスをしていただくことです。また、提携事業
として取り組んでいる山梨学院大学のテニス強化事業
で、山梨学院大学がテニス競技で日本一になることも
目指しています。そこで結果を出し、全国から「日本で
一番テニスをする環境が整っている山梨」のことを知っ
てもらい、山梨へ集まってきた学生をさらに育成するこ
とが最大の価値だと思っています。
　「山梨へ来れば最高の環境で練習ができて、自分たち
がまだ大学生になっても進歩できる」ということを実証
できれば、山梨学院大学の存在や山梨のテニス環境も
必ず評価されると思っています。
　また、テニスクラブのジュニアで活躍している14～
16歳の子供たちが我々の光であり希望であると思って
いますので、2020年のオリンピックに向けて子供たち
がより強く成長していけるようテニス環境の土台作り
をしっかりやっていきたいと考えています。
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学 生 経営者

株式会社 トミオカテニス
代表取締役社長

富岡 信也 氏

大月短期大学
経済科

1年　石原　舞 さん

▶第32回目となる今回は、都留文科大学 社会学科 環境コミュニティ創造専攻 2年 島田修造さんが、株式会社ダイワスポーツ 代表取締役社長 浅川勤氏を取材しました。

▶第33回目となる今回は、大月短期大学 経済科 1年 石原舞さんが、株式会社トミオカテニス 代表取締役社長 富岡信也氏 を取材しました。

取材を終えて…
　私はスポーツ用品店業界に興味があり、浅川社長から長年の経験による生の意見を聞
くことができました。
　スポーツ用品業界の現状を伺い、これから自分がそこで生きていくためのアドバイス
もいただきました。例えば、世界戦略のユニクロがスポーツ業界に参入してきたことも、
これからチェックしていきたいと思います。サッカー好きな私ですが、話の中で多くの有
名選手がダイワスポーツを訪れたことを聞き、大変驚きました。
　今回のお話を伺うことで、まだ決まっていない自分の将来の道が少し拓けました。

取材を終えて…

　富岡社長は、明るく分かりやすく丁寧に質問に答えてくださいました。
　会社の目指すところとして、山梨の中で山梨ブランドを作っていくというお話を聞き、私も
将来、スポーツを通して山梨県内で様々な活動をしていきたいという考えを持っているので、
共感できる部分がたくさんあり、会社の魅力をますます知ることができました。
　私は、高校生の時からトミオカテニスへの就職を視野に入れ、目標としているので、今回この
ように社長から様々なお話を聞けたことはとても貴重なことであり、とても嬉しく思いました。
　社長のおっしゃった通り、これからの学生生活を、夢と目標をもって過ごしていきたいと思
います。本当にありがとうございました。

●中小企業タイムズ2014年10月号6面に掲載の「経営者に聞きました！」の記事に誤りがありました。正しくは以下の通りです。　　山梨県立産業技術短期大学校 1年 常葉健太さんの専攻学科  ［誤］生産技術科 → ［正］電子技術科


